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より環境にやさしく！・より安全、安心に！！ 
令和３年３月より、にじバスに新しい車両が１台導入されました！ 

 また、感染症対策として、全ての車両に、車内の抗ウイルス・抗菌加工を行いました。 
 皆様、お出かけの際には、是非、にじバスをご利用ください。 

 

～ぶるべー号も 2 月から新車両で運行中！～ 

ピカピカで 
クリーンな 
にじバスに 
乗ってね！ 

大沼ルート 栄町ルート 鈴木町ルート ウイルス除去装置（全ルート） 

ご利用の際には、マスクの着用や咳エチケット、大きな声での会話を 

控えていただくこと、車内の換気等に、ご協力をお願いします。 
 

ご協力 
お願い
します 

アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。集計結果を、一部ご紹介します。 

調査期間：令和 3年 2月 1日（月）～26日（金） 

調査場所：ぶるべー号車内 

回 答 数：72件 

Ｑ６コロナ禍において、ぶるべー号を利用する時に

不安に思うことは 

１位：特になし（39.6％） 

２位：ぶるべー号の運休や減便（14.3％） 

３位：利用者の感染症対策（9.9％） 

４位：車内や席の広さ（8.8％） 

＜集計結果（一部抜粋）＞ 

Ｑ５ぶるべー号の感染症対策を知っていますか 

 

知っている（87.5％） 一部知っている（8.3％） 

全く知らない（0.0％） 無回答（4.2％） 
昨年 5・6月の午後運休では、ご不便をおかけしました。 

これからも、感染症対策をしっかり行って運行します。 

 



 

 

♦実施期間：①令和 2年 1月 14 日～5月 8日  ②10 月 26 日～令和 3年 3月 19 日（延べ 173 日間） 

♦乗車人数：①1,322 人（1日平均：17.2 人）  ②1,553 人（1日平均：16.2 人） 

      延べ 2,875 人（1日平均：16.6 人） ※最多乗車人数：44人 

 乗車人数がとっても少なかったことから、継続運行はなかなか難しい状況です。 

南西部地域の交通利便性の向上に向けては、引き続き、「小平南西部地域コミュニティタクシーを考え

る会」と一緒に検討を進めていきます。 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、令和 2年度の鈴木町ルートの乗車人数は、前年度の半分ぐら

いに落ち込んでいます。 

ぶるべー号では、様々な感染症対策を行っていますので（表面参照）、花小金井・鈴木町地域でのお出

かけに、是非、ご利用ください。 

 ♦花小金井駅南口から鈴木町を循環している、鈴木町ルート周辺をご紹介します。 

 
鈴木町ルート
のご案内は 
こちらから 

①花小金井駅南口 停留所 
 

【鈴木町ルートのスタート地点】 

・花小金井駅 ・各社路線バス 

・スーパーマーケット 

・飲食店 などなど 

 

☆東部市民センターへはこちらが

便利です。 

⑤⑱三中東 ⑥⑰三中西 
⑯鈴天通り商店街 
⑲光ヶ丘通り商店街 停留所 

 

【商店街でお買い物】 

・飲食店  ・日用品店 ・内装 

・コンビニ ・和菓子屋 など 

 

☆小平第三中学校の近くです。 

⑧⑬鈴木街道北  
⑫西野整形外科北 停留所 

 
【通院やバスの乗り継ぎの 

合間にお買い物】 

・衣料品  ・和洋菓子屋 

・整形外科 ・各社路線バス 

などなど 

⑨摘み取り農園 
 ベンズファーム 停留所 

 
【お買い物、収穫体験】 
・スーパーマーケット 
・摘み取り農園 
・コーヒーショップ など 
 
☆お得なサンクスクーポンも 
チェックしてみてね。 

⑪氷川通り 停留所 
 

【公共施設、鈴木遺跡】 

・あおぞら福祉センター 

 

・鈴木遺跡資料館 

 

⑭天神町第６公園西 
⑮天神グランド前 停留所 

 
【スポーツ、お散歩】 
・天神地域センター 
・天神グランド 
・天神テニスコート  など 
 
☆狭山・境緑道へは 

こちらから。 

注目！鈴木遺跡 

鈴木町ルートの南側エリアには、鈴木遺跡が広がっています。 

鈴木遺跡は、後期旧石器時代の遺跡です。今からおよそ 3万 8千年前

から 1万 6千年前の人々の暮らしの跡が途切れることなく見つかり、 

日本の歴史を語る上で欠かせない学術上価値があるものとして、令和 3

年 3月に国の史跡に指定されました。 

当時の人々の暮らしを物語る、遺跡からの出土品や各種標本を展示し

ている鈴木遺跡資料館に、ぶるべー号に乗って行ってみませんか。 

♦コロナ禍の利用状況です。 

♦今号から、にじバス通信とぶるべー号通信を合併して、新たに「にじバス・ぶるべー号通信」として発

行します。これからも、にじバスやぶるべー号のいろいろな情報を、どんどん発信していきます。 

 


